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って岡山県琴浦町, 神戸市, 諏訪市, 東京都などの尿尿のメタン醗酵処理の各工程における ビタミンB12
の消長を追跡した結果, メタン醗酵中に ビタミンB12の生合成が起こって醗酵物中の含量が増加するこ
とを認めた｡ ビタミンB12はメタン菌体中に-大部分存在するので, 脱離液を 遠心分離して 菌体を採取し乾
燥物1kg当り20-30mgの ビタミンB12 を合有する粉末を得て, 有望な資源として利用できることを示し
た ｡
第 2 編では高温のメタン醗酵物中のビタミンB 12の形態について研究した成積を述べているO浦紙クロマ
トグラフィ- ,浦紙電気泳動, 各種の微生物にたいする活性, 吸収 スペクトル, ジオール脱水 酵素系に
おける補酵素作用などから, 薗体中には下方配位子として5, 6- ジメチルベンズイミダゾール基を持つ
普通のB 12のほかに, ベンズイミダゾール基をもつ因子Ⅱなどの類縁体が含まれ, しかもこれらは上方 配
位子として 5 ′--デ オキシアデノシル 基 のついた 補酵素型としてて 存在していることを 明らかにした.
またメタン醗酵中にシアノB12を添加培養することにより, 高収率でB12補酵素に転換せしめることに成に
成功した｡
第3編ではメタン醗酵を安定かつ効率よく行なうために, 菌の栄養要求, 醗酵促進物質, 醗酵条件など
を検討した結果を述べている｡






















ミンB12の消長を調査し, メタン菌が ビタミンB12を生合成し, 菌体中に蓄積することを明らかにした｡
この結果に基づいて脱離液中の菌体を採取することにより, 乾燥物 1kg当りビタミンB1220-30mgを含
む粗粉末を得て, 有望な資源として利用できることを示した｡ つぎに菌体中の本ビタミンの型 を種々の
方法で調べて, 普通の ビタミンB12およびその同族体の補酵素型として存在することを確認し, またシア
ノ B12のような非捕酵素型をメタン醗酵物中に添加することにより高収率で捕酵素型に転換されることを










0mV附近にあることを示した｡ また菌の活性, 醗酵の様相と醗酵電位の関係をくわしく調べて, 醗酵の進




その他, 活性汚泥中のメタン醗酵促進因子が､ アルコール酵母の比増殖速度をも増大せしめ, アルコー
ル醗酵を促進させることを示した｡
以上を要するに本論文は,都市や生化学工業廃棄物処理法の重要なものの一つであるメタン醗酵に関し,
いくつかの新事実を明らかにし, その安定な管理と効率の増大に寄与する知識を提供するとともに, 価値
の高いビタミンB12が副産物として 回収されることを示したものであり, 学術上および実用上貢献すると
ころが少なくないC
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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